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Abstract. Based on thc litcraturc publishcd bct、vccn thc ycars 1895 and 2008 and obscrvations of

somc spcctincns deposited at Lakc Bi、va Muscunl, a synopsis is compllcd for the follo、ving 20

valid spccics, 5 unnamcd spccics, and 6 spccics of unccrtain taxonolllic status in Japan, 、vhich

belong to thc lccch falllilics Piscicolidac and Ozobranchidac:yθ′2α,7ざSθ,7'αご〃てヽr,ca,と,77777θ惚 ご/P2-

′θめどでrFrr θたαで,と ざ,71ビア?S'S, θr,で,rθみどで′′αブαβθア2'ごα,P,tFご,ごθたィgでθ″7でr/α, Trrヵ??ごr2οわ冴ご′′α

ごr,7r"/ごr7ざFざ, Tr・αご77で′θめ〃で〃aFれて〃?θll,,『▼住c72で′θうブで〃α sp. 1, Tr・rrごんで′θわどで′′rr sp. 2(PisciCOlinae)i

βでrFr7gοう冴β′′α /でごチα″gとrrarrr, crαァ?gθ77θうど?′′α77rαご冴rθざα, c. θr,で,7rα′'S. Frでβrrlご)fごF″ざ ッ,rFarrrs,

N()rθざrθr77とイ′77Cメご′θsrθ77rrr77を,θざr/2θbル′′αた放,め,r,PFr″「b冴ご〃αθ′r,た,,P′α今
iめどで′Fa sp. 1,Prα伊ぅどビ〃α

sp 2,Prビrθみr7ビ′′ααァ71α/α(Platybdellinac)i Sr,うα/θめ冴ご′rα′PPαご/θr72で′α,S.′,2θθ/で'(PontObdCllinae)i

CrrrC'77θみどで′′αめ,777αご"′αrα,C.r,gr,77α,rご/2r/1メθみ冴ビ〃α〃αg/′,Pθ′?rθめどで′た7r`7rりarPPごれざ,ざ,Piscicolidac

gcn.ct sp. 1,Piscicolidac gcno ct sp.2(PisciCOlidaeギβ2ご,2s,77?ιイルで,?Jrr2)tθこθう/ar2ご/2材ざわ沼″cF7,α―

r″ts,θ.ブαン?チざ2αア初s,θ.r72αrgθ′,and θてθう/α′?てヽ乃″s sp.cf.ブα,?rsビα,7,s(OZObranchidac).ThC

cyprinid flsh足、,みθ′θどて),7う/rr沼〃r′is a ncw host forと。θたoでin Japan,and Tr・42cF2で′θう泌 7α sp. 2 is

reported frolll lllarinc nshcs froral lriomotc lsland,Okina、vat

Key、words: Piscicolidae,Ozobranchidac,lccchcs,fauna,synopsis,nsh parasitcst

(要約)

189}2008年 に出版 された文献 と琵琶湖博物館に保管されていた標本の観察等に基づ き,以下の日本産

ウオビル科 3亜科 14属 17種 4未 同定極,同科 6木確定種およびエラビル科 1属 3種 1未同定種の合計 20種

5木 同定種 6未確定種に関する情報を種ごとに整難 した:キタノカニビル (新称)yθん御Nθ″rtr αk卜r,cα,ヒダビ

ルと筋れθr陶̀ トル′θあ♂ガ′αθたαで,マ ミズヒダビル (新称)と.sれ2沌Sな,ニホンウミビル (新称)OrFttrθうルFFaブ?θれたα,

ナ ミウオビルPなこ北θ′αg?θ77″/α,エ ゾビル (新称)冨所777で々θうルFrα α′材とィ/で'村S,カザ リビル TrαごんでFθうどでrrα

′,ッαァ,θ亨,,カザ リビル属の未同定種 T7・rrごル′θうどでrFa sp.1,酔征乃冴θうルFra sp.2(以_に,ウオビル亜科 [新称]Pisci―

colidae);ウオビルβビr,″gθうル′′αrで伊α"grrrarrr,ゴマフウオビル (新称)C招″gθ″θわ〃ガ′α777αCrrrθsβ,モンツキウオ

ビ ル ( 新 称 ) C . θ r ' 2 4 r α′な, ム チ ウ オ ビ ル r F ? r αO ご ′パ ッ, 培a r ″s ‐カ ニ ビ ル ハけ θs r θ7 7 1 ″7 7 1 げご′θざr θ7 7 2 冴7 7 P , カキ ビ ル

θt,″でθう冴ガ′αたαttbFr,キタノウオウオビル (新称)P′α。みた′′αο′ガた,,キタノウオビル属の未同定種P′α付み冴ご′′α

sp l,P′αⅢみrre〃α sp.2,エイビルPr2/oみ冴ガFα αttαrα(以上,キタノウオビル亜科 [新称]PlatybdCllinac);アカメ

*連絡先 (CorcSpondng author):Ornatus@hiroshima、u ac」p
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ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の日録

ウミビルsttβ,っあどビ′′α777αこTθrん洗r.メナシウミメビルs.,7 7θOチ'ガ(以_上,ウミビルJI科[新称l Po n t O b d C l l i nをlc) |ヨ

ッメカニビルc御で,ァ2θめル′′αめル,P`7 C r r F r 7々7,ムッメカニビルcゃrを7・メ皮7,ツツウオビルrてヽんrゎィヵ〃でア′α″αFri、タテヤマ

ウオビルPθ′?′θうル′′α ra 御々, P a r s ,も,ウオビル科の米確忙種Pisc i c o l l d a c  g c n ` c t  s p . 1 , P i s c i c o l i d a c  g c n . c t  s pゃ2

(以上,ウオビル科未確定種);ウミエラビル0〔θわrα″ごんぃカィ7用ごん,arr r  F ,ヌマエラビルθ.ブ御rSでα″"S,マルゴエラ

ビルθ.77P a t tθ,,ヌマエラビル類似種 0てθう/α,2ごんパ Sp.c f `ブα77r Fビ御7″ざ(以上,エラビル科)本 同録で,マルタをヒ

ダビルのわが国における新宿iと して認めるとともに、西表島産海水魚に寄生していたカザリビル属の未

同定柿 r7・α前ご′θみrFg′′αsp 2を新たに追加した

はじめに

本目録が扱う日本産ウオビル科Piscicolldac

およびエラビル科Ozobranchidacに関する研究

は,『進化論講話』の著者として著名な丘浅次

郎博士 (186卜1944)が 1895年 に出版 した論文

に始まる (Oka,1895)。その後,丘は1910年にわ

が回のヒル類研究で最も基礎となる論文を出

版し(丘 (Oka),1910α,あ),その中で台湾や千島

列島を含む日本列島からIchthyobdcllldac科(現

在のウオビル科とエラビル科の2科 に相当)13

種を記録 した.その後.丘 はウオビル科2種 を

新種記載するとともに (Oka,1927が,1933み),ウ

オビル科とエラビル科に含まれる数種の形態 ・

解剖学的な研究を行った (Oka,1927αル ,ご,ビ,

1928,1930,1931,1933α).しかし,丘の没後,両

科ヒル類がわが国で研究対象となることはほ

とんどなく,近年,筆者らにより若千の研究が

行われた程度である.このため,本邦産ウオビ

ル科とエラビル科に関する知識は極めて初歩

的な状態に留まっており,それらに関する適切

な教科書 ・総説は見当たらない。また,ヒル類

を同定する際によく用いられるのは 『新日本

動物図鑑 [上]』 (岡田ほか、1965)と 『日本海

岸動物図鑑 [I]』(西村‐1992)であるが,その掲

載種のもとをたどると 『日本動物図鑑』 (内

田,1927)と 『改定増補日本動物図鑑』 (内田,

1947)に至 り,これら古典書に掲載された丘に

よる記述が現在までほとんど訂正されること

なく使われてきている.
一方,ウオビル科とエラビル科ヒル類は水生

生物を宿主とし,水産上重要な魚介類に寄生す

ることも多い。このため,食品衛生学的な問題

を意起 したり (東京都市場衛生校査所,1990;

影井,2000),魚病学的な問題を起こすことが知

られている (松本ほか、1988:水野‐1989,2006;

Ogawaビ rα′.,20071 Nagasawa&Fukuda、 2008)=

しかし,両分野においてもヒル類の位置づけは

低く,両科ヒル類に関する情報が整理されたこ

とはない。

こうした背景から,本国録ではウオビル科と

エラビル科の日本産既知種に関して、1895-

2008年に出版された情報に基づいて待校の角1

見をまとめた米̀また,琵琶湖博物館に保管され

ているヒル類標本と瀬戸内海で採集されたヒ

ダビル標本を観察する機会を得て,その同定結

果をここに含めた。この整理によって,わが国

からこれまでに少なくともウオビル科3亜科 14

属 17種3未同定種、同科の6未確定種およびエ

ラビル科 1属3種 1未同定極の合計20種5未同

定種6木確定種が幸R告されていることが明ら

かになった。両科を含むヒル類 としてoka

(1935)は8属 15種,F新 日本動物図鑑 [L]』に

は7属 10種,『 日本海岸動物図錦 [I]』には6

属 12種,そ して大野 (1998)には 14属20種 **

ネ原稿がすでに受理され2009年初めに印席Jされること

が確定 している 1篇の」た文 (Nagasawaでr αr.2009)を

含む.
ネ*大野 (1998)は邦産ウオビル科として 13属を挙げて

いるが,あたかもごα′Frr7わ〃でrFaに属するように示したC.

われ7βご″′αrαとCrを メ,,P`7は別属 Cα/ご,″θう♂で′′αの構成種

である こ れはおそらく記述漏れによるものであろう

から,この時点での日本産属は合計 14属とみなすこと

ができる.
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が掲載されているが,本目録によって未同定種

や未確定種を含むより多くの種がわが国に分

布することが半J明した。

本目録では,両科内の各属をアルファベット

順に配列し,属内の各種も種小名のアルファベ

ット順に並べた,各種の記述では,標準和名と

最新の学名,生虐、水域 (海産,汽水産,淡水産)

をまず記し,異名リス ト,宿主,寄生部位,地理

的分布を示した。異名リス トに示した学名はわ

が国で用いられたものに限り,リストを欠くも

のは異名の幸R告がわが国にないことを示す.待

異名の直後には,それらを報告した著者名と出

版年を示した。魚類が宿主の場合は中坊 (2000)

が示 した分類体系に従って宿主魚類を配列 し

た。寄生部位は引用した文献に基づ くが,その

記述がない場合には海外の文献を調べてカギ

括弧内に記した.海産ウオビル科のいくつかの

種は甲殻類の体表などに卵を産みつけるため,

そうした産卵基質となる生物を本目録では 「産

卵基質生物Jと H子んだ.地理的分布に関する情

報は都道府県別に整理し,詳細な採集地を記 し

たあと,その記録の出典 (著者名と出版年)を

示 した。都道府県名は北から南に順に配列 し,

宿主名のあとには記録があった都道府県名を

記した (採集地が 1都道府県に限られる場合に

は省略した).備考には,当該種の生物学的な情

幸Rと邦産標本の所在を記し,新標準和名や改称

の根拠も示 した。また,魚類に寄生するウオビ

ル科と爬虫類 ・哺乳類に寄生するエラビル科

各種の宿主 ・寄生虫リスト(Tablcs 1 2)にカロえ

て、水生無脊椎動物に見られるウオビル科のリ

スト(TablC 3)を作成した。なお,国際動物命名

規約第4版 (動物命名国際審議会,2000)に従っ

て、種小名,実名リス ト,新参異名,未確定種な

どの用語を本目録で用いた`

ヒル類に関する総説または解説として,わが

国で最も有用なものは長尾 (1967)であり,椎

野 (1969)や伊藤 (2003)も役に立つ`また動物

図鑑等におけるヒル類の解説も役立つことが

多い(長尾,1965α,1973;西 村,1992:今 島,

1997).ヒル類の標本固定法は長尾 (1965α.

1973),大野 (1975),伊藤 (2003)に記されてい

る。なお,地域的な生物相を扱った報文 (例えば

北見 。本問,1968;大野,1975;鈴木,1979;伊藤,

2003;Yamauchi gr aF.,2008α)にはウオビル科ナと

エラビル科に関する記述がある場合があり,地

域によっては役に立つことがある。国外で出版

されたモノグラフとしてはsawycr(1986)が極

めて有用であるほか,両科ヒル類に関 しては

So6s(1965),中 国のヒル類に関 してはYang

(1996)が役に立つ.

日本産ウオビル科およびエラビル科の目録

ヒル (蛭)亜綱

IIirudinida Lamarck.1819

フンビル (吻蛭)目

Rhynchobdellida Blanchard,1894

本目は 「クテビルヒルロJ(内田,1965:147),

「吻テツ日」(椎野、1969:122),「ウオビルロ」(今

島,1983;八杉ほか,1996:1594),「吻蛭 (ふんし

つ)日J(今島,1997)と記されたこともある.

ウオビル科

Piscicolidae Johnston,1865

ウオビル亜科 (新称)

Piscicolinae Johnston, 1865*

キタノカニビル属 (新称)

Jo乃αrassοJJゴα Selensky, 1914

キタノカニビル (新称)「海産]

Jo乃 α″ssοraどα αFCrJCα (JOhanSSOn,1898)

Ⅲヒル類に関する成書 (例えばSawycr,1986)ではPiS―

cicolinae Caballcro,1956とされているが,国際動物命

名現約第4版 (動物命名卜J際審議会,2000)の「条36.1

科階級群名に適用する1司位の原理の声明Jに 従って

Piscicolinac Johnston、1865とする.
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宿主:不明

寄生部位:[体表]

産卵基質生物:ズ ワイガニ (京都府),ベニズ

ワイガニ (北海道)

産卵部位i脚 (腹面)

地理的分布:北 海道 (噴火湾:Futtncss gr aF.,

2007),京 都府 (日本海:Nagasawa&Fttwara,

2008)

備考:本種は,日本近海のみならず北極海や

大西洋北部にも分布する冷水性ヒル類である

(単100rc&単 leyer,1951;単 生adill,1988:Burrcson,

2006α;Nagasawa&Fttiwara,2008).魚類から吸

血 し,カニ類の脚に産卵する。わが同での宿主

魚類はまだ知られていないが,サハリンではコ

オリカジカから本種が得られている (Futtncss

2r α′.,2007).影井 (2000)はズワイガニの脚に見

られたヒル類の卵嚢を 「カニビルarれ θうルF―

′α sp.Jのものとした。しかし,写真に示されてい

る卵嚢は明らかに本種のものである(Nagasawa

&Fttiwara,2008を参照).新標準和名は,本種

が北極目を中心として分布 しカニ類に産卵す

ることに因む。また本種を含むブθんα72FSθttα属

にも同様の新標準和名を提唱する.同立科学博

物館に標本が保管されている(NSMT―An 361,

362,384).

ヒダビル属

乙力″rrοすrαcrr夕比形ぁ修材α Epshtcin,1968

西村 ・鈴木 (1971)はT7・rrCんでFθみ冴2′ra属を「ヒ

ダビル属」と記 した。それは当時,r7・aCんで′θあがみ

′αθたαごとされたヒダビルがこの属に含まれて

いたためである。しかし現在,ヒ ダビルはと,77r―

湾θr陶ごんでFθあ冴2Frα属に所属するため,従来の和名

を踏葉すればlbJ属の分類学的位置について誤

解が生 じる恐れがある。そこで本目録で,Lliァ″_

″θr/αcん2′θう冴冴′α属にヒダビル属の標準和名,

T74αび乃冴οう冴夕′′α属にカザリビル属への改称 (後

記)を提案する.

ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の日録

ヒダビル [海産 ,汽水産]

乙力角raοFracr2夕Jοぅ冴夕rra。たα夕(NItoOrc,1924)

異名リス ト:T/αc力冴θあル′′αざれで″sなBl a n―

chard, 1896(F■(Oka), 1910α,わ);Tr・αご/2ビ′οみrFF′′α

θたα2(M00rc)(Oka(丘),1927ご、A194研 長尾,

1957,1973;丘・長尾,1965,19791西村 ・鈴木‐

1971;大野,1998;西村,1992;無記名,2003)

宿主:マルタ(新潟県),イトウ(北海道),サク

ラマス (青森県),スズキ (神奈川県),ブリ(愛媛

県,大分県),ヒラメ (岡山県),クサフグ (山形

県),トラフグ(岡山県),硬骨魚類 (不明県)

寄生部位:体表

地理白匂分布:引ヒi毎道 ( :丘、191oごri猿Ⅲと、||1河

口:Furincss?r aF.,2007).吉森県 (大平洋:長澤.

2003;Nagasawaビrα′.‐2008),山ブレ県 (酒凹,ti巻:

Nagasawaビrα′.,2009),新潟県 (岩船漁港:本 国

録),千葉県 (安房沿岸:Oka,1910み),東京都 (―:

丘,191oα;東京湾:Oka,1910わ),神奈川県 (相模

湾沿岸i Oka,1910み;東 京湾:Nagasawaど r aF、

2009),石川県 (加賀沿岸i Oka、1910わ).愛知県 ,

三重県 (伊勢湾:Ganlmanccでrα′、2004).岡山県

(i頼チif内海:泉|||.19991沿岸ir〔水:無記名,2003;

Nagasawa gr aF.,2()()9).島根県 (ゲ(道湖 ・中海:

Yamauchiビrα′.,2008α),山田県 (瀬戸内海:本目

録),愛媛県 (三瓶湾:水野,1989,2006),大 分県

(:福 田,2008;津 久見湾i Nagasawa&Fukuda,

2008),不明県 (Oka,1910み,1927ご)

備考:本種は当初T7・rrこヽん♂Fθ冴?FFa sれ御2SAと し

て報告されたが (R(oka).1910“ 、わ)、Moorc

(1924)に よりT.θたご7ごとされた。本種に関して,

海産魚に加えて淡水魚にも苓4iするとの記述

がある (例えば丘 ・長尾、1965;rl‐村,1992).ま

た 養殖現場で 「淡水浴は全く効果がないJと

いう記述もある(水野,1989,2006)。これらによ

り,本種は海水域と淡水域に生虐、すると考えら

れがちであるが,本種は明らかに海産 ・汽水産

であり,淡水城には遡河性魚類 (例えばサケ科

魚類)に よって持ち込まれると考えられている

(Nagasawa gr α′.,2008).養殖魚のブリ,ト ラフ

グ,ヒ ラメに寄生 した例がある (水野,1989.
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2006;泉サ||,1999;Nagasawa&Fukuda.2008;

Nagasawaですo′.,2009).様々 な分類群の魚類に

寄生することから,宿主特異性は低いと考えら

れる (Nagasawaビrα′.,2009).L記宿主のうち,

マルタはわが回において宿主として記録され

たことがなく,本報告が日本最初の記録となる

(滋賀県立琵琶湖博物館に保管されている標本

観察に基づ く:標本番号LBM1380000023).魚

市場等で問題になる 「ウオビルの仲間Jと し

て示された写真 (東京都市場衛生検査所,1990:

18)は明らかに本種である。魚類に寄生してい

ない個体も採集され,伊勢湾産個体はベントス

として得られたものである (Ganmancc?rα′.,

2004).また島根県宍道湖 ・中海産標本は魚網

を揚げる際に採集されたもので (Yamauchi cr

α′.,2008α),山口県瀬戸内海沿岸から得られた

個体も同様である (土井啓行氏,私信).本種は

中国と東ロシアにも分布する (Yang,1987,

1996;Epshtcin,1987:Nagasawa?rα′.,2008).図

鑑等に本種に関する解説がある (丘,1927ん

1947;長尾,1957;丘・長尾,1965,1979;西村 ・

鈴木,19711西村,1992;長澤,2003),国立科学博

物館に標本が保管されている (NSMT―An 363,

377-382,389.390,394-395).

マミズヒダビル (改称)[淡水産]

Lガrarrrθサracカタわう冴夕rJa sJ″夕rrsお(Blanchard,1896)

異名リスト:酔αんで′θう姥′′αす″frrざなBhnchal・d‐

1896(大野,1998)

宿主:ゲンゴロウブナ,ギンブナ

寄生部位:角思蓋内側

地理的分布:大阪府 (淀川i Ogawa♂r aF.,20071

/1サヽ||,2007)

備考:本種は韓国,中国,東ロシアにも分布す

る (Rh e c , 1 9 8 6 ; Y a n g , 1 9 8 7 , 1 9 9 6 1  E p s h t c i n ,

1987).わが同での本種の分布が今のところ淀

川に限られることから,他国から本水系に持ち

込まれた可能性が示唆されている(小サ||,2007).

大野 (1998)は本種に対 して 「ウミヒダビル」

なる新標準和名を提案 したが,本種は明らかに

淡水産であるため上記の改称を提案する。ロシ

ア科学アカデ ミーのシベ リア支所バ イカル博

物館 (Baik】Museum of thc Sibettan Branch of

thc Russian Acadcmy of Sdenccs)に淀川産標本

が保管されている (標本番号不明).

ニホンウミビル属 (新称)

θrli夕rrroう冴夕rra Epshtcin,1962

ニホンウミビル [海産l

θrJ夕れわう冴夕rιαJiaPθ″たo(VaslliCV,1939)

異名リス ト:Pο″rθう冴ご′′“t,αβθ所ごα Va s i l i c v ,

1 9 3 9 (大野‐199 8 )

宿主:不明

寄生部位:不明

地理的分布:引い毎道 (オホーツク海南部:

Epshtcin,1962)

備考:本種の採集地は明確ではないが,日本

近海に分布すると考えられるので本目録に含

めた。標準和名は大野 (1998)による.本種を含

むθr,ビ″rθbどで′′α属にも同様の標準和名を提案

する。

ナミウオビル属 (新称)

PliscJcθ″α Blainville,1818

飯島 (1919:430)は,その著書 『動物学提要』

のなかでP,scたο′̀どgでて,7222r惚を 「シャクトリビ

ル (ナt取蛭)」と呼んだ。しかしその後,この名

前が使われたことはない。一方,P.gビθ777ビrrαに

対して長尾 (1965み)は 「ナミウオビルJと 呼

ぶことを提案しており,本目録でも従う。ナミ

ウオビルを含む本属に同様の標準和名を提唱

する.

ナミウオビル [淡水産]

PおcJごοtt g夕οJ7r夕″α(Linnacus,1761)

宿主:フナ属の 1種

寄生部位:t体表]
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ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の日録

地理的分布:東京都←:丘(Oka),1910α,あ)

備考:わが国では191o年以後,本種の採集記

録はない。丘 (191oα)は宿主を単に 「鮒」だけ

記したので,それがフナ属のどの種 ・亜種に相

当するか明らかでない。またoka(1910み)は宿

主を 「Karpfcn」と報告したが,それは前記の

「魚付Jと 同じものと判断される.ユーラシア大

陸に広く分布し,国外では淡水魚に病害を与え

る種として多くの研究があり,Burreson(2006α)
の総説が有用である.長尾 (1965b)による本種

の解説がある.

エゾビル属 (新称)

T物力招夕raθう冴夕材α Epshtcin,1987

エゾビル (新称)[淡水産]

冨αJr22夕れοう挽rra αJ7r″″″sお(Epshtcin,1964)

宿主!サケ科魚類 (未同定種)

寄生部位:体表

地理的分布:北海道 (高別川:Futtncssビrα′.,

2007)

備考 :本 種 は東 ロシア産 イ トウ属 の 1種

〃″こ。んθrが772277から最初に記載 され (Epshtcin,

1964,1987),北海道産標本に基づいて再記載さ

れた (Fudncss夕rα′.,2007).新標準和名は本種

が北海道から採集されたことに因む.本種を含

む rrr筋ご″。ぁ冴2′′α属にも同様の標準和名を提唱

する。国立科学博物館に標本が保管されている

(NSMT― An 350,351).

カザリビル属 (改称)

Trac乃夕″θう冴夕とこα Dicsing,1850

本属の標準和名については,ヒダビル属に関

する標準和名に関する記述を参照のこと,

カザリビル [海産]

Tr・ac乃夕比力あ形rra rliソαJ7θソ,(Oka,1910)

異名リス トi Cα′′θうが冴′αカッαれοッげOka,1910

(丘 (Oka), 1910α,あ, 192ヱん 1928, 1930, 1947);

働′′,θあ冴夕″α′わαれθッJ Oka,1910(若林,2005;桃

山 ・天社,2006;大野,1998);Cα′′οbrF2′′αんαざ協ご

Oka, 1910(笠王(Oka), 19 1 0rr,あ);Crr′′′οう冴ごFFαんrrs―

的β Oka,1910(丘(Oka),1910α,あ;大野,1998)

宿主iクロソイ(青森県),フサカサゴ科魚類-1

(“SあαSrたんrんw sp.":青森県),フサカサゴ科魚

類ぃ2(“SあαざrJごんrゎs772'どざ″た″/所
":青
森県),カジカ

科魚類 (“cθrr″S Sp.":青森県),クロダイ (東京

都,千葉県,広島県),ヒラメ (宮山県,鳥取県),
ヒガンフグ (神奈川県),クサフグ (山形県),フ

グ科魚類 (“控r比″あ″Sp."i青森県),硬骨魚類 (北

海道,東京付近,瀬戸内海)

寄生部位i体表,僻腔

地理的分布1北海道 (:丘 (oka),1910α,う),

青森県 (陸奥湾浅虫:Oka,1928,1930),山形県

(鼠ケ関:鈴木,1979),新潟県 (佐渡:Honma&

Kttami,1978),東京都 (東京湾:丘 (oka),1910α,

み),千葉県 (房州近海:丘,191oα;安房沿岸;Oka,

1910み),神奈川県 (諸磯湾:Futtncssでrα′.,2007),

富山県 (富山湾:若林,2005;Furincssでrα′.,

2007),鳥取県 (栽培漁業センタ
ー:谷口ほか,

1985,1989;松本ほか,1988:Furincssビrα′.,

2007),広島県 ←:Oka,1910う;瀬戸内海 ・広島

湾i Furincssビrα′.,2007),山口県 (i頼戸内海:桃

山 ・天社,2006),不明県 (瀬戸内海:丘,191oα;
―!Furincss 2″α′.,2007)

備考:本種はわが国の海産魚類に最も広 く見

られるヒル類である.宿主特異性が低 く,これ

までに海産魚類5科 (フサカサゴ科、カジカ科,

タイ科,ヒ ラメ科,フ グ科)か ら幸R告がある.

Futtnessビrα′.(2007)はクロダイを新宿主とし

て記録 したが,本魚種は丘 (oka)(1910α,あ)に

よつてすでに報告されている.栽培漁業センタ
ーで飼育されているヒラメにも寄生 した例が

知られる (谷口ほか,1985,1989;松 本ほか,

1988;Furincss 2r α′.,2007).Oka(1930)は陸奥湾

浅虫産カジカ科魚類 (“CθrrパSp.")から本種を

得ているが,cθrrパは淡水カジカ類の属名であ

り,この宿iの 同定は正 しくない。今のところ,

国外からの報告はない。図鑑等に本種に関する
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解説がある(丘,192研1947;丘・長尾,1965;西

村,1992).大野 (1998)は8′′′】οあて′泌αんαsrrrでに

「ウスイロカザリビルJの 新称を与えたが,こ

の種は本種の新参異名であり,その新称は有効

ではない。国立科学博物館に標本が保管されて

いる(NS イヽT―An 344-349).

カザリビル属の 1種 [海産]

Tracカタroう冴夕材α sp.1

異名リス ト:Tr‐rrビル′θみが冴′α sp.B(Williams 2r

rr′“‐1994)

宿主:イシガキダイ

寄生部位:舌

地理的分布:,中紀県 (両表島:Wilhams♂r aF.,

1994)

備考:米 国立 自然史博物館 (U . S ` N a t i o n a l

Mllscum, SHlithsonian lnstitulon.Division of

W ( ) r m s )に標本 が保管 されてい る (U S N M

144437).

カザ リビル属の 1種 [海産]

Trac乃夕roう冴夕材α sp.2

宿主:コモチサヨリ,リボンスズメ.タカサゴ

イチモチまたはアマ ミイシモチ

寄生部位:不明

地理的分布:,中縄県 (西表島:本目録)

備考 :滋 賀県立琵琶湖博物館 にある標本

(LBM 1380000098)を観察 した結果に基づ く。本

種 も,前記の乃“ごん冴θわ冴?rrα sp`1と同様に西表

島で採集された.しか し,この種の形態に関す

る情報がなく,今のところ本種 との異同は不明

である。今後,両博物館に保管されている標本

を比較することが必要である.

キタノウオビル亜科 (新称)

Platybdellinae Epshtcin,1970

ウオビル属

』夕rlizgθあガタJJα Caballcro,1974

長澤和也 ・山内健生 ・海野徹也

飯島 (1 9 1 9 : 4 3 0 )はr r・んrりοみ冴?F Fα属を 「ウオ

ビル (魚蛭)Jと 記 し,西村 。鈴木 (1 9 7 1 )もそ

れに従った。しか し,この属名は近年使われて

いない。一方,』ゼガ″gθう冴冴Fα属は下記のウオビ

ルのみを含むことから (C a b】lC r O , 1 9 7 4 ) ,本属

にウオビル属の標準和名を用いる.

ウオビル [海産]

β夕rJ″gθみ̀ルJJα″c筋″g″筋筋 (Lcvinscn,1882)

異名 リス ト:r t t rんメθあ冴冴′α″θ所ァ
・Ok a , 1 9 1 0 (丘

(Oka),1 9 1 0rr‐b、19271930.1931,1947:丘・長

尾,1965,19791 Honma&Kitami,1978;西村,

1992);乙ビッ'77ざビ77'α r夕crα71grrFarα(Lcvinsen, 1882)

(Nagasawa(長津).1988,1991,2003;大野,1998)

宿主:マ ダラ (青森県),スケ トウグラ (北海

道),硬骨魚類 (fT‐鳥列島,不明県)

寄生部位:魚思蓋内側

地理的分布:千島列島 ←:Oka,1910う),北海

道 ←:丘 (Oka),1910α,み;釧路沖:Nagasawa,

1988),青森県 (陸奥湾!Oka.1930),新潟県 (佐

渡:Honma&Kitami,1978),不明県 (「奥州J:丘

(Oka),1910α,あ,1931)

備考:本種は当初rcんrF2hlθみがで′′α″θう,rとして

記載され (丘(oka),1910α,わ),この学名がわが

国で長 く使われてきたが,後にレソ′れsタガ4〆?ご―

rα4g″′αrαの新参異名とされた。しかし近年,本

種はβビrJれgθあ冴ガ′αr?crαれg″′αraとして扱われて

いる (CaballCrO.1974).本種はわが国沿海のほ

か,束ロシア近海.ベーリング海.北束太平洋に

分布する (Epshtcin,1962,1973;Madill,1988).

上野 (1943)は宍道湖産コイから 「海産のウオ

ビルJを 報告したが,形態情報を欠いてウオビ

ルと確定できないため,その記録をここに含め

ない。またヒラメ種苗生産の際,親魚養成水槽

に 「ウオビルの大発生Jが あったとの記録が

あるが (無記名,1983),同様にそれもウオビル

と断定できない (筆者らは前記のカザリビルで

ある可能性が高いとみている).本種に関する

解説がは1鑑等にある (丘,19271947;丘 ・長

尾,1965,1979;長澤,1991,2003;西村,1992).日
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ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の目録

黒寄生虫館に標本が保管されている (MP M

Coll.No.19493).

ゴマフウオビル属 (新称)

Crar2gοJ死ルカ形とこa Sclcnsky,1914

大野 (1 9 9 8 )は本属に属する邦産種 として

ご阿″gO/20みが2rrα αcん772ビ〆θlli BOrOvitzkaia,1949を

挙げた。その根拠は不明であるが,この種は現

在P′α伊みがで′Fαヵうガtnii M】m,1853の新参異名と

され (Sawyer,1986:663),サハリンや千島列鳥

に分布することが知られている(s06s,1965).

ゴマフウオビル (新称)[海産]

Crazgθrrθう冴夕rra rzαc″Jοsα Utcvsky,2005

宿主:ハタハタ

寄生部位:体表

産卵基質生物:不明

地理的分布!北海道 (札幌市:Futtnessピrα′.,

2007)

備考i本種はわが国ではサンピアザ水族館

(札幌市)で飼育されていた魚類から得られた。

本種は東ロシアのタタール海峡と千島列島で

採集されたカニ類 (タラバガニ,イバラガニモ

ドキ,ズワイガニ)か ら得られた標本に基づき

新種記載された (utcVSky,2005).カニ類の甲に

産卵 し,魚類から吸血すると考えられる。わが

国においてもカニ類が産卵基質生物になると

考えられるが,まだ研究されていない。新標準

和名は本種の体表に小斑点が散在することに

因む。また本種が属するc阿 g々ο″θあ冴冴′α属にも

同じ新標準和名を提唱する。国立科学博物館に

標本が保管されている(NSMT―An 359).

モンツキウオビル (新称)[海産]

Craragθrrοみ冴夕rra θr・li夕r2方αrlisv utcvsky,1999

宿主:オオカミウオ

寄生部位:魚思

産卵基質生物:不明

地理的分布 :択 捉 島 (沿岸水域 :u t c、s k y ,

1999)

備考:新標準和名は本種の体表に幾つかの斑

点が統縞状に並ぶことによる。

ムチウオビル属 (新称)

r響 物のcr"s vasilicv,1939

ムチウオビル [海産]

玉斡 raのだrrlsソど昭αr″s(oka,1910)

異名 リス トirごんrヵメθうがで′′αッ′/garα Oka,191o

(R(Oka),1910α ,あ)

宿主:硬骨魚類

寄生部位i[体表,日推‐僻]

地理的分布:千島列島 ←:丘 (oka),1910αル),

北海道 ←:丘 (oka),1910α,う)

備考iわが国では 191o年以後,本種の採集記

録はない。東ロシアでは ベーリング海,カムチ

ャツカ半島沿岸,オ ホ
ーツク海,日本海に見ら

れ,ギスカジカを含むカジカ科魚類から採集さ

れている (VaslliCV,19391 Epshtcin,1962).標準

和名は大野 (1998)による。また本種が属する

〃響raげごF,s属にも同様の新標準和名を提唱す

る。

力ニビル属

No″θsr9JP2冴JP2 Lcvinscn, 1882

西村 ・鈴木 (1971)は働rご筋θみルFra属を 「カ

ニビル属Jと 記した.この属はNθrθ̀ダrθ,,?″ァ"属

の新参異名であるため (sawyCr.1986:663),後

者にカニビル属の標準和名を用いる.

力ニビル [海産]

Norosrθ初″rPa cycrosr。″″r22 JOhansson,1898

異名 リス トi Cα/cれθう冴冴′αたα77iうすr Oka,1910

(丘 (Oka),1910α,あ,1927う,克1933α,1947;丘 ・

長尾,1965;Honma&Kitami,1978;鈴木,1979;

伊藤,1984:西村,1992;土田,2008);Nθrθざrθ_
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777θう冴ビ′rα cメcFθざrθ″,α(Johansson, 1898)(NItOOre&

Mcycr,1951:大野,1988)

宿主:不明

寄生部位:[体表]

産卵基質生物:ズワイガニ

産卵部位:甲

地理的分布:北海道 (日本海:長澤,1991),山

形県 (日本海:鈴木,1979),新潟県 ←:Honma&

Kitami,1978:日本海:伊藤,1984),福井県 (日本

海:丘 (Oka),1910α,う:Moorc&Mcycr,1951),

京都府 (日本海:長澤 ・山崎,1990;土田,2008;

Nagasawa&Fttiwara,2008),不明県 (一i Oka,

1927う,1933α;日本海山陰沖:上回,2008)

備考:本種は,ズ ワイガニには卵を産むため

に付いているだけであり,本来の宿主は魚類で

ある。しかし,わが国では魚類宿主はまだ見つ

かっていない.カエビルがカニ類から吸血する

ことを示唆する記述 (酒井,1980:256;武 田,

1983:75)があるが正 しくない。本種の分布は北

太平洋とその縁海 (北極海,ベ
ーリング海,オホ

ーツク海,日本海)に限られる (Epshtcin,1962,

1967;単生adlll, 1988;Utcvsky, 19941 Epshtcin&

Utcvsky,1996;Nagasawa&Fttiwara,2008).土

田 (2008)は本種が付着 したズワイガニを 「日

本海隠岐堆,水深 1247m」で観察したと記 して

いるが,それは山崎 (1990)が調査 した京都府

沖 (水深約263m)の 誤 りであるという(土田真

二氏,私信).新潟県粟鳥近海の日本海で非寄生

個体が採集されている (伊藤,1984).ズワイガ

ニの甲に付着するカニビルを深海で撮影 した

写真があるほか (山崎,1990;無記名,1990),図

鑑等に本種に関する解説がある(丘,1927f,

1947;丘 。長尾,1965;長津,1991,2003;西村,

1992).国立科学博物館 (NSMT―An 383)と新潟

大学理学部附属佐渡臨海実験所 (40302,40303,

40174,40301:無記名,1997)に標本が保管され

ている。

カキビル属

θsサr夕οう冴夕材α Oka,1927

長澤和1也・山内健生 ・海野徹也

カキビル [海産]

θsrr2οあ冴夕rraたαたどぅ″oka,1927

宿主:マガキ

寄生部位:殻

地理的分布 :青 森県 (陸奥湾:Oka,1927冴,

1930)

備考 :本 種の解説が図鑑等 にある (長尾 ,

1 9 6 5み;西村,1 9 9 2 ) .カキビルとカキビル属の標

準和名はそれぞれ長尾 (1 9 6 5み)と 西村
・鈴木

(1 9 7 1 )による.

キタノウオビル属 (新称)

Praゥぅ̀姥rra Malm‐1863

ゴマフウオビル属 c/α77gθ″θみ冴ビrrαの項で記

したように,P′α●ウ冴ビFFaヵみガ̀ J''Malm,1853が

サハリンや千島列島に分布するため (s06s,

1965),この種が国内から発見され,また後記す

る未同定種がそれに同定される可能性もある

(伊藤ほか,2002を参照).

キタノウオビル (新称)[海産]

PLaウう冴冴ra οrrJたJ Malm,1865

宿i:ボ ウズギンポ(引い毎道),マツカワ(北海

道),不明宿主 (択捉鳥,色丹島)

寄生部位:体表

地理的分布:択捉島 ←:Epshtcin,1962),色丹

鳥←:Epshtcin‐1962),北海道 (両館水産試験場:

Furiness 2r aF.,2007)

備考:北海道標本は,卜1記水産試験場で試験

的に飼育されていた魚類から得られた (Furi―

ncssビrα′.,2007),本種は大西洋北部やカムチャ

ツカ半鳥近海にも分布する (VaslliCV,1939;

Mcycr&Khan,1979).新標準和名は本種が北日

本産魚類に寄生することに因む.また本種を含

むP′αⅢ筋で′′α属にも同様の新標準和名を提唱

する。国立科学博物館に標本が保管されている

(NSMT―An 364,365).
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ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の目録

キタノウオビル属の 1種 [海産]

PLaヒノうacここa sp.1

宿主:不明

寄生部位:不明

地理的分布:北海道 (利尻島沿岸:伊藤ほか,

2002)

備考:本種は岩礁潮間帝の海草上に発見され

た (伊藤ほか,2002).

キタノウオビル属の 1種 [海産l

Praゥぅ冴夕冴α sp.2

宿主:アイナメ科の 1種 (ホッケ)

寄生部位:魚思】空

地理的分布:青森県 (弘前市魚市場等:江

藤 ・大高,2007)

エイビル属

Pr2rOう冴夕材α Kaburakl,1921

エイビル [海産]

Pteroうac`3a αttαttα Kaburakl,1921

異名 リス ト:沢ん?α′οみ冴冴′αた脚れたα B u r r c s o n

and Kcarn,2000(Burrcson&Kcam,2000)

宿主:アカエイ

寄生部位:回腔

地理的分布:和歌山県 (みなべ町:Buttcson&

Kcarn,2000)

備考:本種は当初Rん?α′οわが夕′′αブrrPθ″た。とし

て記載されたが (BurrcsOn&Kcarn,2000),後

年,標 記の学名に変更された (BureSOn,2006あ).

国夕ヽではインドとオース トラリアから記録が

ある (Kaburakl,1921;Burrcson,2006b).標準和

名は長澤 ・萩原 (2008)によって提唱されたも

ので,本種がエイ類に寄生することに因む.米

国立自然史博物館 (USNM 186520,186521)と

大英自然史博物館 (BritiSh Muscum[Natural

History])(BMNH 1999,2404-2408)に和歌山県

産標本が保管されている.

ウミビル亜科 (新称)

Pontobdellinae Llcwcllyn,1966

ウミビル属

PO″rOう挽rra Lcach,1815

本属の標準和名はすでに飯島 (1919:430)に

見られる。西村 ・鈴木 (1971)もそれに従った.

かつて本属にアカメウミビルとメナシウミビ

ルが所 属 して い たが ,と もにサ メ ビル属

ざrJみα/οみが夕′′αに移されている。現在,本属に含ま

れる種はわが国にはない。

サメビル属

srJうαrοう冴夕しこa Lcigh―Sharpc,1925

本属の標準和名は長澤 ・萩原 (2008)による.

アカメウミビル [海産]

srliうαrOう冴冴肋秘αcrorrr夕脇 (schmarda,1861)

異名リスト:Pθ″rθ冴2′′αわ,7″αて`夕Farα Oka,1910

(丘 (Oka),1910αル ,1927♂‐ェ 19471丘
・長尾,

1965;西村 ・鈴木,1971;無記名.1972;Honma

&Kitami,1978:鈴木,1979;今島,1983;西村,

1992);Pθ71rοみ冴ビ′J,71α777rr C/θr77ビ′α(SChmarda,

1861)(大野,1998)

宿主:ネコザメ(静岡県,不明県),ヤモリザメ

(静岡県),ナヌカザメ (静岡県),ドチザメ (神奈

川県),イタチザメ(,中縄県),サメ類 (千葉県,静

岡県),ガンギエイ(山形県),アオスジトビエイ

属の 1種 はビrθュ″メαでパツでw何 丁′′θ,沖縄県),不明

サメ類 (不明県)

寄生部位1体表,口昨

地理的分布:山形県 (鼠ケ関:鈴木,1979),新

潟県 ←:Honma&Kitaml,1978),千 葉県 (安房

沿岸:Oka,1910う;館山:Furincssですα′.,2007),神

奈川県 (相模湾沿岸!Oka,1910う;相 模湾:

Yamauchiビrα′.,2008う),静岡県 (下田海中水族

偵宮・駿河i弯:Furincss夕r αF.,2007),'中糸亀県 (,中ネ亀

島:Yamauchi tt α′.‐2008うt石垣島:Yamauchi gr
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α′.,2008み)‐不明県 (丘(oka),1910β、1927て7:飯

島,1919)

備考!本種の形態はOka(1927α)と Furincss

♂rα′.(2007)にカロえてLlcwcllyn(1966)に詳し

い。分布は汎世界的であり,多 くの海城から幸R

十「さオ化ている (Llcwcllyn,1966;Yamauchi?r aF.,

2008う).Llcwcllyn(1966:410)は日本産の標本

を調べたと記 しているが,その宿主や採集地は

不明である.わが国における本種の如見は長

澤 ・萩原 (2008)によって整理されているほか,

図鑑等に本種に関する解説がある (丘,1927

1947;丘・長尾,1965;無記名,1972;今島,1983;

西村‐1992).本種の生体カラー写真が西村

(1992)と今鳥 (1997)に掲載されている。大野

(1998)は本種の和名を 「アカメウオビル」と

記 したが、これは誤記であろう。標本が国立科

学博物館 (NSMttAn 35算357)と新潟大学理学

部附属佐渡臨海実験所 (40304,40305:無記名,

1997)に加えて,フランス同立自然史博物館 (lc

Musもum national d'hist011・c naturclle)(MNHN

18VV)に 保管されている。Lttwcllyn(1966)が

調べた標本が大英自然史博物館に保管されて

いる可能性がある。

メナシウミビル [海産]

srどうαrOう冴冴筋″200″J(Oka,1910)

異名リスト:Pθれrθみ冴2rFα ttθθ/がOka.1910(丘

(Oka),1910て7,み,1927ぇ 1947;丘・長尾,1965,

1979;鈴木,1979;西村,1992):Pθ″rθわ冴でFrれα

,77θθ/夕'(Oka,1910)(ウ(里予,1998)

宿主:ガンギエイ(山形県),不明サメ類 (千葉

県,神奈川県),底生サメ類 (静岡県)

寄生部位:体表

地理的分布:山形県 (鼠ケ関:鈴木,1979),千

葉県 (安房沿岸i Oka,1910わ),神奈川県 (相模湾

沿岸:Okan 1910う;三崎:Furincssでr“′̀,2007),静

岡県 (伊豆半島沿岸:長澤 ・萩原,2008)

備考:わが国における本種の知見は長澤 ・萩

原 (2008)によって示されているほか,図鑑等

に本種に関する解説がある (丘,192弘 1947:

長津和也 ・山内健生 ・海野徹也

丘 ・長尾,1965,19791西村,1992).新潟大学理

学部附属佐渡臨海実験所 (標本番号不明:無記

名 ,1997)と フ ラ ンスト|、'1自然 史博 物 館

(MNHN 19VV)に 標本が保管されている,

ウオビル科未確定種

Piscicolidaeずノタcガタs,″?材とrcr2冴αタ

ヨツメカニビル [海産]

Carc力!θあガタJJαう力竹αc″rarrr oka,1933

宿主:不明

寄生部位:不明

地理的分布i北海道 (厚岸t Oka,1933わ)

備考:本種は浮遊 していたアマモの業上に見

出された (Oka、1933b)。本種を含む働 rご加θう冴冴―

メα属は比)rて,srて,″rr777属の新参異名とされ (saw―

ycr,1986),本種の分類学的位置は不明である.

両村 (1992)は本種を 「フタモンウミビルJと

呼んだが仮称に留まったので,本円録では大野

(1998)による新称を採用 した,

ムツメカニビル [海産]

C a r c J , ,θみ挽材αすをrれα O k a , 1 9 1 0

異名リス トi Carが沌οあてFご′′α rJgr,s Oka,1910

(西村,1992)

宿主:硬骨魚類

寄生部位:不明

地理的分布:北海道 (:丘 ,1910α;忍路:Oka,

1910b)

備考:上記のヨツメカニビルと同様,本種の

分類学的位置も不明である。本種は西村 (1992)

によって 「トラフウミビル」と仮称されたが,

本目録では大野 (1998)による新称を採用した.

ツツウオビル [海産]

rcヵ↓hジ。ぅ冴夕rra PagrJ oka,1910

宿主:マダイ

寄生部位:不明
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地理的分布:東京都 (東京湾:Oka,1910み),愛

媛県 (松山市:Oka,1910う),不明県 (―!丘,191oα)

備考:So6s(1965)は本種を未確定種とした.

標準和名は大野 (1998)による.

タテヤマウオビル [海産]

Pο″ゎみ冴oここα勉すりαJPr夕れsおOka,1910

異名リスト:P研?θ″rθあ冴ご′′αう,772αC″rαrα(oka,

1910)(大野,1998)

宿主:硬骨魚類

寄生部位:不明

地理的分布:千葉県 (安房沿岸i Oka,1910b),

神奈川県 (本日模湾沿岸t Oka,1910b),静岡県 (駿

河湾沿岸:Oka,1910あ),不明県 ←:丘,1910α)

備考i So6s(1965)は本種を未確定種とした.

標準和名は大野 (1998)による.

ウオビル科の1種 「海産]

Piscicolidae gcn.ct sp.1

宿主:不明

寄生部位:不明

地理的分布:北海道 (利尻島沿岸:伊藤ほか,

2002)

備考:本種は岩礁潮間帝に見出された (伊藤

ほか,2002).

ウオビル科の 1種 [汽水産]

Piscicolidae gcn.ct sp.2

宿主:シロウオ

寄生部位:体表

地理 的分布 :島 根 県 (宍道 湖
・大橋 川 :

Yamauchi夕rα′.,2008α)

備考:国立科学博物館に標本が保管されてい

る (NSMT― An 388).

エラビル科

Ozobranchidae Pinto,1921

ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の同録

エラビル科は2属 5種から構成される小さな

科である (SawyCr,1986:660).日本にはエラビ

ルθ〔θう阿″びん″ざ属のみが分布する.オース トラ

リアや南アフリカの淡水に産する』θgαう冴ビFra

属 (SawyCr,1986:660)が,今後,日本で発見さ

れる可能性は低いと考えられる.

『岩波生物学辞典 (第4版)』(八杉ほか,1996)

においてθ〔θう阿″ごんパ属が 「ウミエラビルJと

記されて以来,その後に出版された 『動物系統

分類学 (迫補版)』 (三浦,2000i163)と 『無否

椎動物の多様性と系統 (飾足動物を除く)』(白

山,2000:272)に おいても本属を含むozO_

branchidacは 「ウミエラビル科J と記述さオ化た.

しかし歴史的にみれば,これら和名の使用は正

しくない。飯島 (1919:429-430)がθてθb阿ア,こうん″s

属を 「えらびる(魚思蛭)Jと 呼んで以後,この和

名が長いあいだ用いられてきた (例えば内田,

1965,1972;椎野,1969;西村 ・鈴木,1971).また

「えらびる (魚思蛭)科 Jの 使用が 『日本動物図

鑑』 (内田,1927)に も見られる.さ らにOzo―

branchidacのオロ名として 「エラビル科Jか ら

「ウミエラビル科」への改称が過去に正式に提

案されたことがない.こ うしたことから,現在

でも 「エラビル科」を使用するのが適当であ

ると判断される.実際,山内 ・伊藤 (2001)と伊
‐

藤 (2003)はOzobranchidacをエラビル科として

いる。なお,エラビル属はかつてウオビル科に

含まれていた (例えば丘,1947;丘・長尾,1965;

So6s,1965).

エラビル属

θzθうrα″c乃″s De QuatrCttgcs,1852

ウミエラビル [海産]

Ottοうrα″c乃″sうrαttcttJαr″s(単質cnZiCS,1791)

異 名 リス ト:θ〔θあ/α″cんrr  s初27 7てたざ'( a S

7222れが'です)Dc QuatrCttges(Oka,1895)

宿主:アオウミガメ(東京都),ウミガメ類 (東

京者「,神奈川県),イルカ類 (“Dビrr7ん,″パ sp.":静

岡県),不明宿主 (不明県)
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長澤和也 ・||1内健生 ・海野徹也

寄生部位:体表

分布:東 京都 (小笠原諸島i Oka(丘),1895,

1910α‐う),神奈川県 (三崎:R,1910α),静岡県

(伊豆近海i丘 (Oka).1910α,あ),不明県 は:Oka,

1902, 1904)

備考:本種に関する世界各国の情報がBunk_

lcy―Willialns夕r aF.(2008)によって示されてい

る.図 鑑等に本種に関する解説がある (丘、

1927バ1947;内海,1956;丘・長尾,1965,1979).

西村 (1992)に本種の生体カラー写真が掲載さ

れている。

ヌマエラビル [淡水産]

Ozθう打αれcr2″sブαr2″S2αr2冴s Oka, 1912

宿i:ク サガメ (千葉県,石川県,京都府,大

阪府‐兵庫県,島根県,山田県,香川県,愛媛県)。
エホンイシガメ (T一葉県,愛知県,滋賀県,京都

府,兵庫県,島根県),不明カメ類 (富山県)

寄生部位:体表

地理的分布:富山県 (富山市:坂下,1955),石

川県 (志賀町:Yanlauchi&Suzu臨Ⅲ2008),千葉

県 (匝瑳市 ・君津市:Yamauchi&Suzukl,2008),

愛知県 (名古屋市i稲熊,1922),滋賀県 (高島市:

本目録),京都府 (京都市 ,城陽市:Yanlauclli&

Suzuki,2008,宇治市:本目録),大阪府 (大阪市:

布村,1976),兵庫県 (姫路市:栃本,1997),島根

県 (平田市 :山 内 ・伊 藤 ,2001:出 雲市 :

Yamauchi&Suzuki,2008),山口県 (秋芳町:

Yamauchi&Suzu臨,2008),香川県 (まんのう町i

Yamauchi&Suzuki,2008),愛媛県 (松山市:三

好,1956)

備考:本種は中匡|にも分布する (oka,1912;

Yang,1996).滋賀県高島市と京都府字治市から

の記録は滋賀県立琵琶湖博物館にある標本

(LBM 1380000021,1380000022)を観察した結

果に老きづ く.Bunklcy―Williams 2r αF.(2008)には

日本産の本種に関する誤った記述がある.本種

はかつてシナエラビルと呼ばれたが,大 野

(1998)によリヌマエラビルに改称された。円鑑

等に 「シナエラビル」として本種の解説 (丘,

192初1947;丘・長尾,1965)があるほか,一般

向け読み物にも本種の記述がある (宮地,1963!

山内.2002,2003).

マルゴエラビル [海産]

0てθみrα7rc乃″s r72αィgθJ(Aphthy,1890)

宿主:アカウミガメ (福岡県),ハシナガイル

カ(神奈川県)

寄生部位:体表

地理的分布:神奈川県 (三崎i oka,1927♂),福

岡県 ←:Oka,1927?)

備考i本種のイルカ類への寄生は1711外的であ

る (Oka,1927り.本種の世界各国の記録をまと

めたBunkley―Willlamsでrα′.(2008)の報文が有

用である。西村 (1992)は本種を 「オオウミエ

ラビルJと 呼んだが仮称に留まったので,本目

録では大野 (1998)による新称を採用した.本

種の解説と生体カラー写真が西村 (1992)に掲

載されている.

ヌマエラビル類似種 [淡水産]

θzθうrαJacれ,s sp,cf.Jiar2な夕αrr″s Oka,1912

宿主:クサガメ

寄生部位:体表

地理的分布i千葉県 (千葉市:黒住 ・戸嶋,

2007)

備考i千葉県立中央博物館に標本が保管され

てヽヽる (CBM―ZW 998).

今後の課題

本国録では,1895-2008年に出版された文献

と筆者らの博物館標本等の観察に基づき,日本

産ウオビル科とエラビル科の分類学的に有効

な20種 と未同定 ・未確定種に関する情報を種

ごとに整理した。これら種の多くは丘浅次郎博

士が 1895-1935年に記載 ・報告 したものであ

り,それ以後、わが国におけるウオビル科とエ

ラビル科の分類学的研究が大きく進展するこ
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ウオビル科 とウミエラビル科 ヒル類の回録

Tablc l. フヘlist of flsh hosts and piscicolid lecchcs in Japan

軟骨魚孫同Chondrichthycs

ネコザメ日Hetcrodontifornlcs

ネコザメ科 Hctcrodontidac

Maclcay)

アカメウ ミビル 齢わα/θわ♂で′′̀どァ,7αごrθrん冴α

メジロザ メロ carcharhiniformes

ド'‐ザメ↑I T r i a t t d a c
ドチザ メ rァ' , `旅, t s  t ,こドヽ′′わ7 7 7  M u l l C r & H c n l c

アカメウミビル齢ゎα/θ焼′ご′′α″2αご′・θrん冴α
メジロザメ科, C a r c h a r i n i d a c

イタチ ザ メ Carビ θ解沼。例ザル/(Pこ rOn&

Lcsucur)

アカメウ ミビル齢,ba′っみ″ガた",Pαごrθrんで′α

不明サ メ類 UnknOwn shark品

アカメウミビル齢ゎβテ・θう̀ブビ′′夕″2ととこヽ/θrんメα
メナシウミビル sr'みα/況ガ?′′rr r?[θθrが

エイ日 Rttittrmcs

ガンギエ イ科 Rttidac

ガンギエイ Dを'r"rrrl競げα"rr"′?Fで力Sホ(Chu)
アカメウ ミビルsrルα/θ焼′で′′てr′,Pとどてヽrθrんで′̀↓
メナシウミビル齢,ぅ̀7′力 `プ?′′α″?r,r,/2'

アカエイ科 Dasyatidac

アカエイD`7Sメαチ'sαたrrl冴(Mullcr&Hcnle)
エ イビル角で/θう冴冴rα α772α解

トビエイ科 M y l i O b a t i d a e

r,′,θ(Bleeker)
アカメウミビル齢ゎα,て,か̀アとイアタ″?とどこ卜/θr77洗7

条鰭綱 Achnopteryョi
コイロ Cypriniforllles
コイ科 Cyprinidac

アヽalencienncs
マ ミズヒダビルと,〃7れθr町ごんで′θみル′Fαざ丁れでなな

フナ属の 1種 Qιr r rざざれs  s p .

ナ ミウオビルP , s cたθ′αgビθれどr ,そど
マルタTraル"。どθ′れrrr71ttr,(Dybowski)

ヒダビルと肋"θr′切cんで′θう̀ブビ′た7つた'ご

サケロ SalmOnibrmcs

サケ科 SalmO問dac

イ トウ″冴ごんθPビ/"(BreVOOrt)
ヒダビルD′,!rrθ″/αごんで′θう″ダ′αθたαで

サク ラ マ ス 0 , 2ごθ/り沌C F r祝ざ′, 2て7 Sθ冴″?α脚タ

(BreVOOrt)
ヒザガビ,レ乙,ヵ2れつrrrrc77τ′θあダ″′r7θたαβ

ネコザメ〃?″で,‐θttθ"rパ、たどPr,7流'・'(M a c l a y &    タ ラ科 Gadi d a c

サケ科魚類 SHH l o n i d a c  g c n . e t  s p
エゾビル Tr r '″2ビ7?θうル′′“7″?ιイ/2 , ? Sな

タラロ G a d i f b r m c s

マダラ Cβあs″? ` 7 ` . /θて'ヮんαrパT i l c s i u s

ウオビルβ所ァ? gθめてFでF rてィ′・でてヽγα′? g″′a rα
スケ トウダラ切形昭r′

力“ごれr F ` ` ` ,「解7 , 2〃?α( P a l l a s )

フサカサゴ科 S c o t t a c n i d a c

クロソイSあ`′ざrござ【, こ`ア7ルマで′' ' H i l g c n d o r f

カザ リビル T/“こヽカメθわ̀Ft7′′β′れ“′2θ)ザ
フサカサゴ科魚類- 1‐sあと, r ,ごんrカド s p . "

カザ リビル T招ごんでFθ材で′′α′かo θ々ッ,

フ サ カ サ ゴ 科 魚 叡 2 “ S 力 a s r ' ごんr んド ガ7 ' r ざ冴た夕′
力
′ド

カザ リビルTr“てヽんでFθb`′ごFたr Fr、ィど,?θ亨,
アイナメ干I HcxagrammidをlC

アイナメ科の 1種(ホノケ) H C X a g r a m m i d a c  g c n .

et sp.or P′ビrrrθg,ィ″,7,77"ざ′77ρ′7てィ'アですや`Fれrs(PallttS)

キタノウオビル属の 1被Prα●ヵル′ねSp 2

カジカ干十Cot t i d a c

カジカ科魚類
“
Cοrrがsp。

"

カザ リビル昴町ごんで′て力̀ ル〃arよ、4′2`'ヽ'′

スズキ日 P c r c i t t r m c s

タカサゴイシモチ科 A m b a s s i d a c

?タカサゴイシモチ A 7 , 2 b ` r t '、は どどk , r aで, 2 ,α B l c c k c r

カザ リビル属の 1植 T r・α(エルわめご′ガ′a  s p . 2
スズキ科 L a t c o l a b r a c i d a c

ヒダビルとヵ′!ァ?`,″̀rて'ん′々′oわどガたrθたて7で

テンジクダイ科 Apogonidac

?アマ ミイシモチAβθgθ′7`′〃わθれで比錦 Bleekcr

カザ リビル属の 1種 rr・rrこヵ夕θめ挽′′αsp 2

アジ科 Carangttac

クロダイAcα77r駒,ar′力ιrs s(/7ルgで′F,(BlcCkCr)

カザ リビル乃てどこヽんで′θうてアで′′α′, w ` 7 7 ?θ所
マダイPagr"ざ,72りθメ(TCmminck&Schlcgcl)
ッッウオビルr てヽ力rヵメ, b〃で′′てど′,αgガ

スズメダイ科 P o l n a c c n t r i d a c

リボンスズメN“ソθァ, 7 ` r (で, P rテ
・とど、ドrαで, 7 , " /パ( B l e e k―

c r )

カザリビル属の 1種 r 7・α(どん冴θみル′′α s p . 2

イシダイ科 O p l c g n a t h i d a c

イシガキ ダイ OF7Fでg,7αrん″sβ″″ごrarパ(TCm―
minck&Schlegel)

カザ リビル属の 1種乃召ごん2わ♭冴冴′αsp l

トラザメ科 Sc y t t r h n i d a e                ウ オビルβれ湾gοわ̀ rで〃a rどご惚ヵ糾脇Fa
ヤモリザメcαル[ιャαざr〃“r, 7 , ( J o r d a n & s n y d c r )   ダツ同Bc l o n i f o r m e s
アカメウミビルsrめα/θう̀を′′御,,ὰj″rんで′α       サ ヨリ干I Hcmiramphidac
ナヌカザメC ?乃α′θt Fぃ′′れど″2″7 , 2み昭r 'ルJ O r d a n &     コ モチサヨリZ t P , ?α′てヽ乃? rてナr " s  t F zど″ごたでr , M o h r
Fowlcr カザリビル属の 1種 Tr“ごんで′θめてFガ′α sp.2
アカメウミビルsrわα/οみ″で′′α′77αtiア々θ′′,ビ′α    カ サゴロscOrpacnittrmes

ア オ ス ジ ト ビエ イ属 の 1 種 A でr て, ″2 h  r αビr r  F 亨ビッ ダ
ー     ス ズ キ とαr どρ′αわメα_ 、ブr r F ' ` ガ7 ' こ

' どr s ( C u v i C r )

ゲンゴロウブナ Cαttssれざご"ッFど′̀F Temminck&      ブ リScrFθF`7ク冴ル2クタで町〃'ara Tcmminck&Schlc―

Schlcgcl gcl
マ ミズヒグビルとヵ, ?θ′? ` ) r′・̀ィ( 1ル′θう♂ビ′′αざ力? ? , 7ざホ      ヒ ダビルとか" "θr ′̀々ィ( jル′̀ガラ̀ブご′′αったコビ

ギ ンブナ a r′“ざs ,パα″町す, s ′̀7 7 F曲げ' C u V i C r &    タ イ科 S p a n d a c
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長澤和也 ・山内健生 ・海野徹也

Tablc l.Continucd.

オオカミウオ科 A n a r h i c h a d i d a c

オオカミウオA″αれた卜れ7 s  θガでァ?チα′, s  P a l l a s

ボウズギンポ科 Z a p r O n d a c

ボウズギンポ z ?砂 円す′ご′7 2 rざJ O r d a n

キタノウオビルP′αr、‐仇拷′′αθ′/ ,た,
ハタハ タ本半T r i c h o d o n t i d a c
ハ タハ タArc.r`なご匂明rざンどβθ,7'ご"S(StCindachncr)
ゴマフウオビル●`7,2gθ″θみた〃α′,2aごrrFθざα

ハゼ科 Gomdac

シロウオとでyこ`て'r'Sαガθ′?ァィrでrs,HilgcndOrf

ウオビル科の 1柿 Piscictjlidac gcn.ct sp.2

カレイロ Plcul・oncctibrllncs
ヒラメ科 Paralichthyidac

ヒラメParrど′たん協ド 冴iッαごごrr s(TCnllllinck&

Schlcgcl)
ヒダビツレと,ヵ?,7θrrαごんでわめた〃αθたαで

力tドリビルT r・r rごア2ガて力r F t 7 F Fα′r yて例r )、ィ

カレイ科 P l c u r O n c c t i d a c
マツカワ y ?町1ッビr ' 7 7θヤr ' J o r d  n & G l l b c r t

キタノウオビルP′a r、ウがで′′αθ′r ,た,

フグロTctradOntittrmes
フグ希I TctraOdontidac

Schlcgcl)

カザ リビル rr・rrご/2で′θみr冴′arかα′7θ亨'

クサ フグ T r rたルど脚 "んθわ7でざ( J O r d a n & S n y d c r )
ヒダビルと,″?′?θr r々ご′7?わめ冴冴脇θ★̀7で

カザ リビル 挽 に̀んでわみて′ビ′たr′:IYr,!θ亨′

トラフグT t rたル gιィ′イ̀わ/ ,々でざ( T C i n i n i n c k & S c h
lcgcl)

ヒダビルL,777′把r 7々CF2ビ′況ガビ′脇冴協で

フグ科魚類
“
酔rr aれ7 7 P  s p . "

カザ lブビル rrてどご/2 t /′θわ̀ ル′′̀r′F l ,ご7 7 7θド丁

不明魚種 un k n O w n  t c i c o s t s

ヒダビルと,7P〃pr,αご7で′θ焼セ′脇て,れで

カザ リビル乃ィr挽 わ焼′で′′̀7′かα"θl , ,

ウオ ビルどで声′?慧ρわ̀ プガ′α′々でてヽrαt t r r′`ィrα

ムチ ウオビル〃で′, r aて
'メ(イιパ1 ' ,′【てr r " 5

ム ッメカニ ビル a r ′̀どヽ, 7θわ冴ビ′′何ザg r 'ア?α

タテヤマ ウオビルPρ′? r況ガビF′α r r r rく,伊″で7 7 Sな

モンツキウオビル●・̀7ァ?gθ″θわて″′たrて,′々'で′?たr′丁ぶ    ヒ ガンフグ挽7た4/irr″ノ̀ r′ゼrど体 (TC11111linCk&

Tablc 2. 7へ list of vcrtcbratc hosts and ozobranchid leeches in Japant

爬とと(孫同Rcptilia                           ニ ホンイシガメンrrrrrご″,メSブ?ノθ7P'c｀α(Tcmminck
カメ同T c s t u d i n c s                    & s c h l c g c l )

ウ ミガメ科 C h e 1 0 n t i d a c                 ヌ マエラビルθf `ル町河て工んとが、ブα′? r sビαァ?パ
アオウミガメごル′οヵ,α″7メ̀ブ̀71F(Linnacus)          不 明カメ類 unknown gCocmydid
ウ ミエラビル0てθあ“rrtん″sb阿′2ごんFar"s        ヌ マエラビルθこ。ゎ′“河̀jんと,御 rsでαア7″
マルゴエラビルθ〔θb解77ごんパ〃7αン甘r7i    「 商乳孫同Mammalia
アカウミガメcα″rrαごβ/ビrrrr(Linnacus)     ク ジラロCctacca
マルゴエラビル0てθわた77,ごんパ〃,α瞥`''       マ イルカ科 Delphinidac
ウ ミガメ顎 ullspecined sea turtlc          ハ シナガイルカsrビァで′′α′θ々g'rて,1,r,お(Gray)
ウ ミエラビルθそθわ,ィrァ?`力`″sわrr,2ごんFごrr[′ざ         マ ルゴエラビル0軍̀ヵrα″ご′2どどざ′,2αttθ'

イシガメ科 Gcocmydidac                  イ ルカ類
“DビrFpん'772付Sp."

クサガメcん,″″げs rでで, 'お, ( G r a y )           ウ ミエラビルθiρゎ′・α, 7ごれどざみ陶′て力,αナ″s
ヌマエラビル0てθみ/ ` r′r〔・んパブα7 7 rヤα′7 : r、F

ヌマエ ラビル類似種 θ〔θル御 て`ん"ざs p  c f

ブごr,2rざでα′?rrs

Tablc 3, ノヘliSt of aquatic invcrtcbrates and piscicolid lccchcs in Japan,

節足動物円 ArthropOda               軟 体動物門 Mdlusca

甲殻上綱 Crustacca                 二 枚貝綱 Btv』via

軟甲綱 M a l a c o s t r a c a                ウ グイスガイロP t e r i o i d a
十脚H  D c c a p o d a                    イ ボタガキ科 O s t r c i d a c
クモガニ科MⅢ d a e                  マ ガキ c町ざざθざr r 2とr rなαS ( T h u n b c r g )
ズワイガニθ7 'θ″θでてでrでも' rソメ′,θ( 0 . F a b H c t u s )       カ キビルθ. , rメ? p焼アビ〃̀漱αためル
キタノカニビル拘んて7れs sθt tα α′胡て'α

カニビルNttθsrο772″′"cメC′θざすθ772冴′,7
ベニズワイガニcん,θれθビごビrビざブrlPθれたパRathbun
キタノカニビルブρんどr,7ざざθrriα αrcrた〉α
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ウオビル科とウミエラビル科ヒル類の目録

とはなかった。長澤 (1991)は このような状況

を 「止まってしまった研究」と表現している.

この研究の遅れは,ヒル類を専門とする分類学

者がわが国に現われなかったことが最も大き

な原因である.

ウオビル科 (以下,ウ オビル類)に 注日する

と,これまでに宿主として記録された魚類は28

科約40種 に過ぎない (TablC l).わが目から記

録されている魚類が352科 3863種 (中坊,2000:

xvi)に達することを考慮すると,この宿主魚類

の種数は余 りにも少ない.つ まり,日本産魚類

に見られる外部寄生虫のうち,最 も研究が遅れ

ているグループがウオビル類といえよう。今後

は,研究者の養成を図るとともに,ウ オビル類

の分類学的研究を進め,ファウナを明らかにし,

生態研究を実施するための基礎を確立するこ

とが重要である。

筆者らの経験によると,天然水域に生″自、する

魚類におけるウオビル類の寄生率は一般に高

くはない.こ のため,ウ オビル類の標本を得よ

うと多くの魚類を検査しても,実際には入手で

きない場合が多い。このため,研究者は情報交

換を密にして,標本が得られた際には専門研究

者に標本が確実に届 くようにすることや標本

を博物館に登録 ・保管して国内外の多 くの研

究者が利用できるようにすることが肝要であ

る.

上記した研究の遅れに関連 して,ウオビル類

の生態学的研究も日本で行われることはほと

んどなかった。これは,ヒ ル類の寄生率の低さ

のため,他の寄生虫で用いられる宿主魚類の定

期的採集のような手法を採ることができない

ことが大きな原因であったと考えられる。この

意味では,断片的な情報であっても長期に収集

することによって,ヒル類各種の知見を少しで

も増やすことが重要であろう。一方,水族館や

水産養殖の現場で稀にウオビル類の寄生が問

題になることがある。このような場合には,ヒ

ル類を研究する絶好の機会と捉え,生活史や宿

主魚類との相互関係,防除方法などの研究を行

うことが望まい .ヽ

他方,エラビル科 (以下,エラビル類)につい

ては,現在わが国からエラビル属の3種が記録

されている (TablC 2).邦産エラビル属3種のう

ち,淡水カメ類に寄生するヌマエラビルは本州

以南に広 く分布し,比較的容易に採集できるの

で,生態学的研究を行いやすい種と言えるだろ

う。その生活史のほか,季節や生虐、環境による

寄生状況の変化など多くが未知である.

ヒル類は住血性鞭毛虫類などの媒介動物と

して知られる(BurrCSOn,2006ごr).しかし,日本産

ウオビル類とエラビル類ではこのことに関す

る角1見は皆無である.住血性鞭毛虫類の分類学

的研究とともに,媒介動物としてのヒル類の役

割を評価することも重要な研究課題であろう.

本目録作成に当たり,滋賀県立琵琶湖博物館

のMark J.Grygicr博士は同館が所蔵するヒル

類標本を筆者らに観察する機会を与えられ,そ

の同定結果を本目録に掲載する便iを はかっ

てくださった.しものせき水族館 ・海響館の上

井啓行氏は本国録に記録 した山口県産ヒダビ

ル標本を寄贈してくださった.海洋研究開発機

構の上田真二氏には日本海におけるカニビル

の生″自、水深に関するご教示をいただいた。文献

と標本の入手に際して,以下の方々にお世話に

なった:伊藤哲也氏 (日本海洋生物研究所),泉

川晃一氏 (岡山県水産試験場)1石川 誠 氏 (山

形県酒田市),落合みゆき氏 (千中奈川県横浜市).

記 して深 く感訪十する。本研究の一部は日本学術

振興会科学研究費補助金 (No.18380116)を用

いて行われた。
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